





























































Ⅰ.対人関係 高齢者 (およそ 65歳以上)､外国人 (日本語が話せる)､子ども (小学校低学
年くらい)､社会人 (同世代)､学生 (よく見かけるが話 したことはない)を､自分と ｢同じ地域
に住んでいる身内以外の｣人として想定してもらい､以下を尋ねた｡なお､現実にそのような人物
がいなくてもイメージして回答するようにと教示した｡ 
(1)交流の困難 日常場面で出会った際に､①話がしたい､②話 しかけようと思う､③話 しかけ
てくれたら話したい､④話しかけにくいと思う度合いについて､それぞれ 5段階評定を求めた (強 
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く感じるほど高評定､5:とてもあてはまる - 1 :まったくあてはまらない)0 
(2)交流困難の原因認知 上記で ｢話しかけにくい｣の評定が5､4､3の場合､その原因認知を
尋ねたO吉田ら (2005)の世代間関係の困難の要因から 9項目 (話しかけ方の戸惑い､無関心､話
し方の差､話題無し､不必要､拒否の不安､会話弾まず､替戒の心配､苦手)を挙げ､それぞれに
ついて 5段階評定を求めた (5:とてもあてはまる - 1 :まったくあてはまらない)0 
(3)想起した人物 回答の際､誰を思い浮かべたかについて ｢つきあいがある特定の人､つきあい
が薄い特定の人､漠然としたイメージ｣の 3つの中から選択を求めた｡ただし交流相手が学生の場
合のみ､ ｢特定の人､漠然としたイメージ｣の 2つの中から選択を求めた｡ 
(4)つきあいの程度 各交流カテゴリとの日頃のつきあいを自由記述｡ 




す､さりげない気遣い､である｡これらに対して､( l)効果の推測 (5 :大変効果的だと思う - 1.
まったく効果的だと思わない)と､( 2)実施の意欲 (5二とてもしたい - 1:まったくしたくない)
を尋ね､5段階評定を求めた｡さらに､( 3)高齢者との上手なおつきあいの仕方を知りたいか､と尋




各対象との交流-の姿勢､および原因認知の評定における平均値 ( (D)､順M)､標準偏差 S
位 (平均値の高い順)を表 2に示した｡ 
3. 1.交流への姿勢 
5つのカテゴリの対象に対し､いずれも ｢話 しかけてくれたら話 したい｣との評定順位が 】位と
なっている｡｢話がしたいと思う｣｢話 しかけにくい｣は 5つのカテゴリで 2位または 3位である｡
話したい意欲､困難の認識とも､総じて外国人が相手の場合に高く､高齢者と子どもが相手の場合























































お年寄り 外El人 子ども 社会人 学生 
耳 巨
M SD 順位 〟 SD 頓也 〟 sD 順位 M SD 板位 M SD 頓位
書舌がしたいと思う 293 104 3 367 110 2 293 112 2 340 日 1 2 334 121 2
話しかけようと思う 280 098 4 289 117 4 253 H O 4 277 107 4 284 109 4
話しかけてくれたら 384 079 1 4T8 095 1 386 103 1 409 084 1 422 079 1
一畜しかけにくい 301 112 2 322 117 3 293 119 2 314 110 3 313 107 3 
A-57 n-58 /1-53 n=61 J7=59
河田tS如才臼
〟 sD 順位 〟 sD 塀位 〟 sD 横位 M SD 椴位 M SD 頓故
話しかけ方へのとまど
しヽ  073 1 383 096 2
隅心のなき 268 097 7 217 -■■ 080 9 268 12T 106 9 286 127 9
話し方のikい 288 118 6 264 110 7 274 日 1 7 2.57 116 6 2.95 128 8 
- のなき 389 090 2 【壷司087 2 358 -08 3 397_089 3 Gi l o79 2 
必貰性のなさ 255 097 8 262 104 8 289 109 6
24 8 1 120 7
320 127 6
拒否される不安 305 106 5 369 101 5 353 123 5 372 097 5
会話がはIrま/iい 370 085 3 397 084 3 355 101 4 園 089 2 
肇液- る心配 354 704 4 379 川 2 4 [毒責 .04 . 395 097 4 




他の原因認知について､自由記述で言及 した人数は､高齢者については 4名､外国人､子 ども､
社会人についてはそれぞれ 7名.､学生については 8名であり､さほど多くはなかった｡そこで挙げ
られた原因認知は､交流カテゴリごとに表 3に集約 した｡各交流カテゴリにおいて特徴的と思われ
る記述を挙げると､以下の通 り｡高齢者については､ ｢失礼なことをするかもしれないから｣､ ｢耳
がとおいかもしれない｣､ ｢滑舌が悪いかもしれない｣､ ｢話が長 くなる｣と案 じているQ外国人
には､ ｢話をしている時､微妙なニュアンスなど､誤解を与えてしまわないか心配｣､ ｢文化が違
うので失礼があるかもしれない｡むずかしい表現ができない｣と､誤解の発生を心配 している｡子
どもには､ ｢最近の世間の情勢もあり､-タに話 しかけると怪 しまれるかもしれない｣､ ｢親が一
緒にいなければ話 しかけてよいのか不安になる｣と不審者扱いされることを懸念 している｡社会人
では､ ｢社会人は時間に追われているイメージがあるので｣､ ｢(自分と比べて)差があるように















順位､f検定結果を表 4に示 した｡高齢者に効果的なスキル､実施したいスキルとも､ ｢聞き取り
やすい話し方を意識｣が 1位であった｡ ｢自然体で笑顔で｣は効果で 2位､意欲で 3位であった｡
｢本人のこだわりについて話す｣は効果で 3位､意欲で 2位であった｡つまりこれら3項目のみで､
効果と意欲の評定の 1位から 3位までを占めた｡反対に､総じて評定の低い項目は､ ｢ともに考え







































お酌･憾 頒 持ちで気息 を返す





効果と意欲の評定の差を検討するため､対応のある t検定を行ったところ､ a _項目において効果 
-の評定が意欲-の評定よりも有意に高かった｡高齢者との ｢上手なお付き合いの仕方｣を知りた
いか尋ねたところ､評定の平均は 417 (SD=085)であったOその頻度は､ ｢5.とても知りたい
と思う｣が 34名､｢4.やや知りたいと思う｣が42名､｢ 3.どちらともいえない｣が 目名､｢ 2.









































学予定の日本人学生 (高嶺 ･田中､200 
T k Ianaampr, 7ess;田中 ･中島､2006;高嶺 ･田中､200 
)7b
)､アメリカ留
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学生との関係について一 田中 ･共千 ･高唱 愛
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